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肥
前
多
久

「御
屋
形
日
記
」
の
中
の
石
炭
記
事
口

細

川

章

oD一

横
柴
折
村
新
太
郎
と
申
者
狩
谷
石
炭

堀
懸
り
居
候
処
、
昨
十

一
日
昼
九

ツ
時

比
、
堀
ロ
≠
大
石
落
懸
り
則
時
相
果
候
由
、
時
夜
村
気
遺
中
呑
被
及
注
進
候
、

依
之
当
役
聞
届
之
上
立
会
、
御
目
附
石
井
利
左
衛
門

・
見
分
役
武
藤
久
兵
衛
被

仰
付
、
彼
地
被
罷
越
見
分
被
相
調
候
事

(寛
政
元
年
酉
七
月
十
二
日
)

②一

横
柴
折
村
御
小
物
成
庄
屋
太
平
儀
、
地
道
病
身
者

二
而
田
畑

の
柴

も
全
分

難
相
叶
候
得
共
、
弟
罷
在
家
業
之
営
も
仕
、
押
≧
勤
相
続
を
も
仕
候

ハ
半
、
右

之
者
当
夏
石
炭
堀
場

二
而
致
怪
我
急
死
仕
、
労

二
付
而
者
何
分

二
も
勤
方
難
相

叶
由
及
御
断
、
前
同
断
承
合
候
処
、
聞

合
来
之
通
御
座
候

へ
者
、
右
之
者
役
方

被
差
免
、
代
役
之
義
者
地
来
横
目
相
勤
居
候
梶
原
喜
兵
衛
被
官
深
町
岩
右
衛
門

と
申
者
相
懇
之
者
之
由
御
座
候
得
者
、
庄
屋
役
被
仰
付
、
横
目
役
之
義
者
同
村

罷
有
候
久
松
源
五
左
衛
門
与
帳
内
溝
上
只
右
衛
門
と
申
者
、
筆
勘
ホ
も
相
懇

二

相
調
候
者
之
由

二
御
座
候
得
者
、
右
之

者
可
被
仰
付
候
依

(寛
政
元
年
十
月
廿

六
日
)

右

の
QD
と
②
は
寛
政
元
年

の

「
御
屋
形

日
記
」

の
中

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

狩
谷

(現
在
の
多
久
市
北
多
久
町
小
侍

)
石
炭
山
で
横
柴
折

(
狩
谷
と
は
隣
接

の
地
)

の
新
太
郎
が
落
盤
で
即
死
し
て
い
る
。
寛
政
年
間

の
石
炭
掘
さ
く
作
業
の

技
術
は
・
ま
だ
用
具

も
充
分
で
な
く
・
初
歩
的
な
も
の
で
あ

っ
た
の
に
違
い
な
い
・

そ
ん
な
中
で
当
然
起
り
う
る
痛
ま
し
い
事
故
の
記
事
と
し
て
、

「
御
屋
形
日
記
」

の
中
に
初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
も
、
村
人
が
通
常
で
な
い

死
方
を
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
、
本
来
な
ら
縷
縷
と
事
情
が
陳
述
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
何
と
す
ん
な
り
と
書
き
済
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
御
目
附
石
井
利
左
衛
門
、
見
分
役
武
藤
久
兵
衛
が
調
査
し
た
後

の
所
見
報

告
な
ど
も
出
て
は
来
な
い
。
石
炭
坑
で
の
不
祥
事
が
、
既

に
そ
れ
程
問
題
に
な
ら

な
い
位
に
納
得
さ
れ
易
い
出
来
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

又
、
資
料
②

の
小
物
成
庄
屋
太
平

の
弟
も
、
怪
我
の
上
急
死
し
て
い
る
が
、
こ

れ
も
死
亡
し
た
こ
と
に
対
す
る
届
け
で
は
な
く
、
亡
く
な
っ
た
た
め
に
大
切
な
お

役
目
が
果
せ
な
い
の
で
、
代

っ
て
も
ら
う
よ
う
申
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
資
料

①
か
ら
見
て
約
二
ヶ
月
半
後
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
当
分
は
、
こ
の

様
な
事
故
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
起
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

記
載
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑤

写

(
諸
色
直
段
之
儀
追

々
被
相
定
儀
候
得
共
、
未
相
極
品
多
、
店
方

二
而
商
売
口00
物

之
儀
直
段
同
様

二
而
も
売
物
之
善
悪
不
同
有
之
、
右
者
商
人
之
心
得
方
又
者
兼

而
之
手
配

二
相
随
候
哉
、
其
内
江
其
過
分
之
利
得
を
含
候
者
も
有
之
由
甚
不
宜
、

依
品
物
者
米
穀
之
直
段
且
諸
国
之
双
場
次
第

二
直
段
赤
も
相
替
、
其
趣
次
第

二

者
御
定
直
段
被
相
聞
候
半
而
不
叶
儀
候
処
、
微
細
之
儀
遣
急

二
取
調

へ
難
行
届
、

就
右
左
之
通
先
以
被
仰
付
候

一

左

二
書
載
之
品
々
売
直
段
之
儀
、
商
売
主
ゑ
元
買
入
直
段

二
利
潤
を
加

へ
、



雑
用
ホ
相
懸
り
候
品
者
右
を
以
相
添
、
何
程

二
相
当
と
申
儀
小
割
書
を
以

直
段
附
、
交
易
調
方
差
出
、
左
候

而
店

々
江
懸
礼
張
紙
間
致
置
、
売
方
仕

候
様
之
事

穀
物

一
通

塩油炭石
炭
苧多
葉
粉

砂
糖
柄
巻
鞘
塗
賃

但
組
立
核
吻

干
物
仕
立
物

一
通

挑
灯
張
賃

足
袋
風
呂
屋

一

漆

一

鍋

釜

一

糀

一

渋

一

鉄

物

一
通

一

茶

一

菓

子

右
商
売
物
元
買
入
之
儀
問
屋
元

二
而
商

売

二
相
成
候
、
双
場
附
役
筋
相
達
置
儀

二
候
得
者
、
右
を
根

二
〆
高
利
之
売
方
不
致
様
役
筋

二
而
穿
墾
可
有
之
、
尤
問
屋

二
而
商
売
不
相
成
品
之
儀
者
其
筋
～
致
吟
味
、
元
直
段
交
易
調
方
江
相
知
居
候

様
追
7
吟
味
可
有
之
候
事

一

双
場
ホ
相
替
候
節
、
其
時
≧
直
段
小
割
書
を
以
役
筋
相
達
、
掛
礼
ホ
致
替

売
出
候
通
、
尤
買
入
高
直

二
相
成
候
節
者
其
侭
可
罷
在
哉
も
難
計
、
+芳
二
付

右
取
〆
方
市
中
別
当
中
造
を
頭
取

二
被
仰
付
と
懇

二
見
計
、
倦
又
高
利
を
取

候
儀
無
之
通
、
且
売
物
之
善
悪
ホ
追
能
取
調
候
様
之
事

一

前
条
之
通
諸
町
と
も
別
当
頭
取
之
儀
直
段
高
下
之
差
引
簾
直
之
取
揃
相
整

候
様
、
尤
地
行
繁
雑
之
上
、
加
役
之
儀

二
付
而
者
内
分
者
名
代
を
も
仕
候
者

相
抱
置
候
躰
之
儀
無
之
候

ハ
者
、
相
弁
申
間
敷
間
、
追
～
御
吟
味
之
上
、
趣

次
矛
別
当
中
江
其
銀
米
間

二
而
地
行
御
当
介
之
上
、
別
段
御
合
力
を
も
可
被

下
候
条
、
何
も
差
部
リ
相
励
、
御
仕
与
之
御
趣
意
行
届
候
様
、
左
候
而

ハ
郷

地
之
内

二
も
左
之
場
所

へ
商
売
致
来
候
付
、
市
中
同
様
懸
掛
直
段
其
外
取
〆

之
儀
、
庄
屋
共
者
田
役
之
儀

二
付
難
相
勤
候
条
、
商
売
方

一
通
者
最
寄
之
別

当
左

二
書
載
之
者
差
心
遣
、
諸
売
直
之
差
引
ホ
市
中
同
様
時
≧
取
計
候
様
之

事(中

略
)

一

店
方

二
而
商
売
之
品
、
御
定
直
段
又
者
前
条
之
通
懸
礼
張
札
ホ

ニ
而
売
方

致

二
、
洩
居
候
品
之
儀
者
追
;
直
段
相
定
候
様
、
懸
礼

二
も
不
相
成
項
細
之

品

.
振
売
品
ホ
之
儀
、
先
達
而
相
触
被
置
候
通
懸
直
無

二
売
方
仕
候
様
、
勿

論

一
往
被
相
達
置
候
而
も
、
売
人
買
主
共

二
順
熟

二
相
成
兼
候
之
趣
も
有
之

候

ハ
・
、猶
又
交
易
冷
与
扱
を
初
、
郡
方
其
外
江
も
猶
又
連

々
被
申
談
御
趣
意

行
届
候
様
之
事

一

売
人
計
懸
直
無

二
心
得
候
而
も
、
買
候
方
差
無
法

二
直
切
候
而
者
商
人
可

及
可
及
迷
惑
、
依
品
直
切
な
し

二
も
相
求
候
様
、
若
過
分
荒
直
を
申
候
商
人

於
有
之
者
、
居
所
名
元
承
届
筋
ー
申
達
候

ハ
・
、
可
被
及
御
吟
味
候
事

附
、
諸
職
人
賃
銭
扱
又
御
定
直
段
ホ
増
銀
差
出
候
之
躰
心
得
違
無
之
様
毎

奪
役
筋
4
本
文
同
断
之
事

右
之
通
被
仰
付
儀
候
、
且
叉
高
利
之
直
附
指
出
、
或
者
何
角
申
欺
御
定
を
不

相
守
様
之
儀
無
之
哉
聞
合
被
仰
付
、
交
易
調
方
下
役
折
≧
差
廻
、
不
〆
之
儀

候

ハ
、
取
調
候
上
得
と
申
諭
、
夫
共
不
相
叶
於
有
之
者
商
売
御
取
揚
、
又
者

御
手
当
を
も
可
被
仰
付
候
条
、
彼
是
之
趣
筋
≧
懇

二
可
被
相
達
旨
御
当
役
御

申
候
、
以
上

(寛
政
二
年
)

戌
十

一
月
朔
日

右
之
趣
承
届
候
、
巳
上

請
役
所

諸
与
扱

梶
原
喜
兵
衛

諸
家
中



こ
の
資
料
⑤
は
寛
政
二
年
の

「役
所
日
記
」
の
中
の
も
の
で
あ
る
。
実
は
、
天

和
二
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
を
年
代
順
に
並
べ
て
あ
る

「御
屋
形
日
記
」
に
は
、

い
く
ら
か
欠
け
た
年
代
が
あ
る
。
そ
の
不
足
個
所
を
こ
の

「役
所
日
記
」
で
補

っ

て
み
た
ら
、
重
複
す
る
こ
と
な
し
に
、
或
程
度
補
充
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、

一
応

「
役
所
日
記
」
も

「御
屋
形
日
記
」
と
同
様
の
も

の
と
見
て
行
き
た
い
と
思

い
取
上
げ
て
み
た
。
表
記
の
違
い
は
、
多
分
、
何
か
の
都
合
で
記
載
の
場
所
が
御

館

(
お
や
か
た
)
か
役
所
か
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
寛

政
二
年
九
月
よ
り
同
三
年
八
月
ま
で
の
、

こ
の

「
役
所
日
記
」

の
扉
に
は

「新
役

所
日
記
」
と
大
き
く
記
し
て
、
そ
の
見
返

し
に

「年
寄
役
梶
原
喜
兵
衛
中
西
源
平

衛
両
人
、
御
屋
敷
交
代
勤
福
地
新
左

工
門
定
詰
、
尤
喜
兵
衛
源
兵
衛
儀
在
多
久
之

間
は
新
役
所
日
勤
被
仰
付
候
事
」
と
あ
り
、

「御
屋
敷
」
と

「新
役
所
」
が
区
別

さ
れ
て
い
る
。

15
は
請
役
所
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
の
写

し
で
あ
る
。
商
品
の
値
段
に
関
る
記
事

で
あ
る
が
、
此
処

に
書
並
べ
て
あ
る
商
売
物

の
中

に

「
石
炭
」
が
見
え
る
。
並
記

さ
れ
て
い
る

一
つ
の
品
物
に
す
ぎ
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
薪

の
代
用
燃
料
と
し
て
、

自
家
消
費
の
為
の
掘
さ
く
願
い
が
出
さ
れ

て
い
た
石
炭
が
、
初

め
て
販
売
さ
れ
て

い
る
商
品
と
し
て
そ
の
名
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
)
肥
前
多
久
で
掘
ら
れ
た
石
炭
が
、
市
場
性
の
あ
る
商
品
と
し
て
流

通
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

※
当
時
の
肥
前
の
石
炭
採
掘
用
具
に
つ
い
て
推
量
出
来
る
資
料
と
し
て
は
、
天

明
四
年

(
一
七
八
五
)
肥
前
唐
津
藩

士
、木
崎
悠
々
軒
盛
標
が
描
い
た
絵
巻
物

「
肥
前
国
産
物
図
考
」

(佐
賀
県
立
博
物
館
所
蔵
)
の
中
の
石
炭
採
掘
の
図

が
あ
る
。

(六
〇
頁
よ
り
)

町
松
太
郎

(
三

一
)
全
県
三
池
郡
大
牟
田
町
稲
荷
塚
本
時
次
郎

(
二
八
〉
は

何
れ
も
補
充
兵

で
あ
り
な
が
ら
、
無
断
に
本
籍
地
を
離

れ
其
筋
に
届
出
ざ
り

し

よ
り
昨
日
告
発
さ
る
。

大
正
三
年
七
月
二
十
六
日

採
炭
中
惨
死

西
松
浦
郡
西
山
代
村
大
字
西
分
白
山
炭
坑
塩
田
マ
ス

(
三
四
)
は
再
昨
二

十

三
日
午
前
六
時
頃
夫
幸
太
郎
と
共
に
伺
坑
口
よ
り
坑
内
百
五
十
間
位

の
左

二
片
切
刃
と
称
す
る
処
に
採
炭
中
、
盤
石
俄
然
墜
落
し
て
圧
迫
さ
れ
惨
死
せ

り
と
。

大
正
三
年
七
月
二
十
八
日

脳
し
ん
と
う
に
て
死
亡

杵
島
郡
北
方
村
杵
島
炭
坑
々
夫
森
沢
又
造

(
一
七
)
は
去
る
二
十
六
日
午

前

九
時
頃
坑
内
に
お

い
て
採
炭
中
俄
に
気
分
悪
し
く
な
り
、
炭
車
に
乗
り
出

坑

の
際
坑
道
の
天
井
に
坑
木
突
出
せ
し
も
の
に
突
き
当
り
、
炭
車
よ
り
墜
落

し
頭
部
を
強
打
し
脳
し
ん
と
う
を
起
し
死
亡
せ
り
。

大
正
三
年
七
月
二
十
九
日

唐
津
積
出
炭
盛
況

西
港
に
積
取
船
輻
蟻
す

西
唐
津
港
に
て
は
過
般
来
積
取
船
輻
積
し
て
積
出
非
常

の
盛
況
を
極
め
居

れ
り
。
今
本
月
十
五
日
よ
り
二
十
四
日
に
至

る
十
日
間
に
於
け
る
積
出
高
、
及

び
目
下
積
込
中

の
も

の
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。
此
内
室
蘭
行

一
、
二
〇
〇

ト
ン
は
三
井
物
産
の
取
扱
に
し
て
、
他
は
悉
く
三
菱
会
社
支
店
よ
り
積
載
せ

し
も
の
な
り
。

抗
州
丸
横
浜
行

二
、
七
〇
〇
ト
ン

ム
ア
リ
ヨ
ル
号
浦
汐
行
三
五
〇

△
江
浦
丸
長
崎
行
七
〇
〇

△
太
田
丸
香
港
行
五
、
四
〇
〇

△

二
ジ
二
ノ

ブ

コ
ロ
ト
号
浦
汐
行

一
、
二
〇
〇

△
鳥
羽
丸
上
海
行

一
六
〇

△
第

二
小

樽
丸
横
浜
行
三
、
六
〇
〇

△
竹
島
丸
上
海
行
九
〇
〇

ム
ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
ル

(八
一
頁
へ
つ
づ
く
)


